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沖縄県住民への E 型肝炎ウイルス感染経路の推定
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要旨：2005～2007 年度に実施した沖縄本島，宮古島，石垣島，西表島におけるヒト血清中 HEV 抗体調査の結果を基に，沖縄

県におけるヒトへの HEV 感染経路の推定を目的として実施したアンケートについて症例対照研究による解析を試みた．アンケ

ートは HEV 抗体調査に用いた血清検体収集の際，採血現場に立ち会うことの出来た沖縄本島 234 名，宮古島 116 名，石垣島

102 名，西表島 100 名の協力を得て，各種獣畜の生肉・生レバー摂食(以下，生食)歴の有無，それらの肉・レバー入手先，それ

らの解体歴の有無を尋ねた．アンケート回答者のうち HEV 抗体陽性となった 59 名を「症例」，陰性者から「症例」に対して性

別および年齢を±3 歳でマッチングさせて抽出した 165 名を「対照」とし(症例：対照＝1：3)，症例・対照と HEV 感染経路候

補の有無を対応させ，オッズ比とその 95％信頼区間(CI)を求めた．結果，「イノシシ生食」「シカ生食」「イノシシ解体」につい

て有意な差が示され，「ブタ生食」「狩猟により肉・レバー入手」はオッズ比が 3.00 以上，95％CI の下限が 0.90 以上を示した．

しかし，「イノシシ解体」と「狩猟により肉・レバー入手」については，「イノシシ生食」の有無で層化を行い，調整オッズ比を

求めたところ，いずれも有意な差は示されなかった．また，沖縄県の野生シカは慶良間諸島にのみ生息しているが天然記念物に

指定されていることから，シカの生肉・生レバーを県内で入手することは難しいと考えられた．これらのことから，沖縄県のヒ

トへの HEV 感染経路として「イノシシ，ブタ生食」が重要と考えられた．
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Ⅰ はじめに
E 型肝炎は A 型肝炎に類似した急性肝炎であり，慢性化

はしない．しかし，A 型肝炎に比べて致死率が高く，妊婦で

は 20%になるとの報告もある 1,2)．感染は主に患者の糞便中

に排出された E 型肝炎ウイルス(HEV)に汚染された水，食

品を摂取することで成立するため，公衆衛生設備の不十分な

アジア，アフリカなどの発展途上国では水系感染による E

型肝炎の流行が知られていた 1,2)．一方で，公衆衛生設備の

整った先進国を含めて，世界各地の家畜，野生動物での HEV

感染が確認され，HEV は動物由来感染症として重要なウイ

ルスとなっている 1,2)．

日本国内においても全国的にブタでHEV感染が高頻度に

認められ 3)，野生のイノシシやシカからも HEV 遺伝子およ

び抗体が検出されている 4,5)．そして，食品を介した HEV

感染として，ブタレバーの生食が原因と推定された事例 6)，

野生イノシシ肉および野生シカ肉が原因食品とされた事例

などが報告されている 7,8)．

沖縄県においては 2002 年に宮古島の男性 1 例，2004 年

に伊江島の男性 1 例が HEV 患者と診断されており 9)，その

後，2005 年に宮古島から男性 1 名の HEV 患者が報告され

ている．いずれも感染源は明らかになっていないが，2002

年の宮古島の症例ではブタレバーが原因食品として疑われ

ている 9)．沖縄県は食文化として豚肉を使用した料理が多く，

その消費量も多い．また，ヤギなどの生肉を好む人も多い．

そして県内の動物では，ブタをはじめ，イノシシ，マングー

スから HEV 遺伝子および抗体が検出されている 10-13)．県内

のヒトおよび動物の HEV 浸淫状況を把握することは，HEV

感染に対する有効な予防対策を考案し，県内の公衆衛生状況

を向上させるために重要である．我々は 2005～2007 年度に

沖縄県におけるヒトの HEV 浸淫状況を把握する目的で，沖

縄本島，宮古島，石垣島，西表島におけるヒト血清中 HEV

抗体調査を酵素結合免疫測定法(ELISA：enzyme-linked

immnunosorbent assays)により実施し，結果，沖縄本島，

宮古島，石垣島のヒトの HEV 抗体陽性率は 3.9-6.9%であっ
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表 1. 症例群および対照群の性別と年齢

症例群 対照群

男性 36 名 (47±16) 105 名 (46±15)

女性 23 名 (56±18) 60 名 (53±17)

合計 59 名 (50±17) 165 名 (48±16)

*括弧内は平均±標準偏差年齢を示す

たが，西表島においては 28.0%と高い値を示したことを報告

した 14)．2008 年度はこの抗体調査の結果を基に，沖縄県に

おけるヒトへのHEV感染経路の推定を目的として実施した

アンケートについて解析を行ったので報告する．

Ⅱ 方法
2005～2007 年度のヒト血清中 HEV 抗体調査に用いた血

清検体収集の際，採血の現場に立ち会うことの出来た沖縄本

島 234 名，宮古島 116 名，石垣島 102 名，西表島 100 名，

合計 552 名については，HEV 調査に対しての同意を得るの

と共に，HEV 感染経路の推定のためのアンケートについて

も協力を得た．アンケートでは獣畜肉を介した感染を検討す

るため，ヤギ，ウシ，ウマ，イノシシ，ヒツジ，ブタ，シカ，

ニワトリの生肉・生レバーの摂食(以下，生食)歴の有無を尋

ねた．また，それらの肉・レバー入手先(店で購入，店で喫

食，狩猟，知人からもらう)と，獣畜の血液からの感染の可

能性を考え，ヤギ，ウシ，ウマ，イノシシ，ヒツジ，ブタ，

シカ，ニワトリの解体歴の有無を尋ねた．

回収されたアンケートの解析は症例対照研究により実施

した．アンケートの協力を得られた 552 名のうち，ELISA

により HEV 抗体陽性となった者を「症例」とし，「対照」

は HEV 抗体陰性者から「症例」に対して性別および年齢を

±3 歳でマッチングさせて抽出した(症例：対照＝1：3)．ア

ンケートの回答を Microsoft Excel2003 に入力し，集計され

たデータから症例・対照と HEV 感染経路候補の有無を対応

させ，検定統計量を用いてオッズ比とその 95％信頼区間(CI)

を求めた．

Ⅲ 結果および考察
アンケート回答者 552 名のうち，HEV 抗体陽性を示した

59 名を症例群とし，HEV 抗体陰性者から 165 名を対照群と

して抽出した．回答者の性別および年齢の内訳は表 1 に，各

候補に対するオッズ比とその 95％CI を表 2 に示す．「イノ

シシ生食」「シカ生食」「イノシシ解体」について有意な差が

示された．「ブタ生食」「狩猟により肉・レバー入手」は有意

な差は示されなかったが，オッズ比が 3.00 以上，95％CI
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図 1. イノシシとブタの生肉・生レバー摂食歴

グラフ上の数字は割合(%)を示す．
の下限が 0.90 以上を示した．

これらの結果から，「イノシシ生食」「シカ生食」「イノシ

シ解体」が沖縄県におけるヒトへの HEV 感染経路として推

定され，「ブタ生食」「狩猟により肉・レバー入手」について

も関連が考えられた．しかし，「イノシシ解体」と「狩猟に

より肉・レバー入手」における症例群と対照群の差について

は，狩猟でイノシシを捕獲，解体後，その生肉・生レバーを

摂食したことが原因と考えられたため，「イノシシ生食」の

有無で層化を行い調整オッズ比を求めた．結果，「イノシシ

解体」のオッズ比は 1.69，95%CI は 0.75-3.84，「狩猟によ

り肉・レバー入手」のオッズ比は 1.56，95%CI は 0.55-4.43

で，いずれも有意な差は示されなかったため，これらについ

ては今回の結果から考えられるHEV感染経路からは除外し

た．

「イノシシ，シカ，ブタ生食」が沖縄県におけるヒトへの

HEV 感染経路となる可能性は，国内および沖縄県内のイノ

シシ，シカ，ブタからの HEV 遺伝子検出例や 3,4,10,12)，それ

らを原因とした HEV 感染事例報告が支持する 6-8)．しかし，

イノシシとブタの生肉・生レバーは狩猟や店からの購入など

により県内でも入手することができるが，シカは県内では慶

良間諸島にのみ生息しており，これは天然記念物に指定され

ていることから，県内でシカの生肉・生レバーを入手するこ

とは難しいと考えられる．これらのことから，「イノシシ，

ブタ生食」が沖縄県におけるヒトへの HEV 感染経路として

重要と考えられた．

「イノシシ，ブタ生食」について，今回のアンケートの

552 名の回答結果を図 1 に示す．「イノシシ生食」有りの割

合は有意な差があり(p<0.01)，西表島が最も高かった．2005

～2007 年度の調査において，沖縄本島，宮古島，石垣島の

ヒトの HEV 抗体陽性率が 3.9-6.9%であったのに対し，西表

*：それぞれの間で有意な差有り(p < 0.01)
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表 2. HEV 感染経路候補の評価

症例(%) 対照(%) オッズ比 95%CI

生肉・生レバー摂食歴 42(71) 108(65) 1.30 0.68-2.49

ヤギ 20(34) 78(47) 0.57 0.31-1.06

ウシ 30(51) 73(51) 1.30 0.72-2.36

イノシシ 27(46) 32(19) 3.51 1.88-6.54

ウマ 24(41) 74(45) 0.84 0.46-1.54

ヒツジ 1(2) 4(2) 0.69 0.08-6.26

ブタ 4(7) 3(2) 3.93 0.94-16.35

シカ 5(8) 2(1) 7.55 1.79-31.84

ニワトリ 5(8) 27(16) 0.47 0.18-1.27

肉・レバー入手先

店で購入 32(54) 89(54) 1.01 0.56-1.84

店で喫食 18(31) 75(45) 0.53 0.28-0.99

狩猟 6(10) 6(4) 3.00 0.97-9.25

知人からもらう 19(32) 41(25) 1.44 0.75-2.75

解体歴 20(34) 62(38) 0.85 0.46-1.59

ヤギ 14(24) 39(24) 1.01 0.50-2.02

ウシ 3(5) 25(15) 0.30 0.09-0.97

イノシシ 12(20) 16(10) 2.38 1.07-5.29

ウマ 2(3) 14(8) 0.38 0.09-1.63

ヒツジ 1(2) 2(1) 1.41 0.13-15.61

ブタ 5(8) 33(20) 0.37 0.14-0.97

シカ 1(2) 1(1) 1.41 0.13-15.61

ニワトリ 9(15) 37(22) 0.62 0.28-1.38

島は 28.0%と高い値を示したが 14)，今回の結果から「イノ

シシ生食」がその要因として考えられた．また，沖縄本島，

宮古島，石垣島では「ブタ生食」有りの割合に差はみられず，

「イノシシ生食」有りの割合では有意な差があったが，ヒト

の HEV 抗体陽性率に有意な差がみられなかった 14)．このこ

とから各島のイノシシ，ブタの HEV 感染状況および市販さ

れているブタ肉のHEV汚染状況が異なる可能性が考えられ

る．今後はイノシシ，ブタの HEV 感染状況調査を中心に，

他の HEV 感染経路の可能性を含めて，さらなる検討を行う

ことが重要である．
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